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アルコール・インターロック装置
の概要

第1回 アルコール・インターロック装置の

技術課題検討会
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内容

1. アルコール・インターロック装置とは

2. 様々なアルコール・インターロック装置

3. 主にオフェンダープログラム用として使用される呼気アル
コール・インターロック装置例

4. 不正防止策例

5. 血中アルコール濃度の検出法

6. 血中アルコール濃度の測定

7. 各国の法定BAC限界値（BAC ：血中アルコール濃度）

8. アルコール・インターロック装置基準

9. 米国では

10. 諸外国情報
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１．アルコール・インターロック装置とは

エンジン始動時，ドライバーの呼気
中のアルコール濃度を計測し，規定
値を超える場合には始動出来ないよ
うにする装置
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２．様々なアルコール・インターロック装置

出展：MHF alcolock news NO1/2006
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３．主にオフェンダープログラム用として使用さ
れる呼気アルコール・インターロック装置例

制御／リレー
ボックス

計測部

１． ２． ３． ４． ５．
イグニッションON 呼気吹き込み要求 呼気アルコール計測 BrAC＜基準値 エンジン始動

６．
走行中 警報！！

BrAC≧基準値
全てのイベ
ントデータが
記録される

6

４．不正防止策例

• 呼気であることの確認

– 圧力，流量，温度等を同時測定

• 習熟性

– 吹き込み加減

– 発声しながら

– 吐気後間をおかず吸引

• 全てのイベントを記録（時刻付き）

– 定期的な報告義務
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５．血中アルコール濃度の検出法

血中のアルコール濃度は呼気中のアルコール濃度を測定

することにより調べられる．

原理：摂取したエタノールの約９０パーセントは肝臓や胃でＡＤＨにより処理
されるが，残りの10％はそのまま汗や呼吸，排泄物として体外へ排出さ

れる．そのため、呼気中のアルコール濃度が血中アルコール濃度に比例
する．

• ※アルコールの呼気中への分配係数 ≑２０００

• （血中には呼気中の２０００倍のアルコール濃度）
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６．血中アルコール濃度の測定

最深部の呼気を測定

肺胞内の空気中のアルコール濃度
と取り巻く毛細血管中のアルコール

濃度は比例関係にある

出展：J Appl Physiol, Feb 1998; 84: 401 - 408. 
The alcohol breath test -review
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７．各国の法定BAC限界値（BAC ：血中アルコール濃度）
出展：Drinking and driving-Report 2005

米国の定義：

血中 呼気
（BAC） （BrAC）
g/100ml =g/210L

日本の定義：

血中 呼気
0.3mg/ml=0.15mg/L

⇓ 米国式表記にすると

g/100ml=g/200L
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８．アルコール・インターロック装置基準

• NHTSA（National Highway Traffic Safety 
Administration：米国の道路交通安全局）
– Model Specifications for Breath Alcohol Ignition 

Interlock Devices (BAIIDs) 改定中

• CENELEC（Comité Européen de Normalisation
Électrotechnique：欧州電気技術標準委員会）
– Alcohol interlocks –Test methods and performance 

requirements 作成中
• Part 1: Instruments for drink-driving-offender programs
• Part 2: Instruments measuring breath alcohol for general preventive 

use (Draft)
• Part 4: Connectors for the electrical connection between the alcohol 

interlock and the vehicle (Draft)
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９．米国では

１．アルコール・インターロックに用いられているセンサは、精

度上から燃料電池式がほとんど（１，１００ドル～）

２．システムはすべてNHTSAのガイドラインに適合

（精度、耐環境性など）

３．装着は比較的短時間（２H以内）で可能（取付費用７５ドル）

４．始動時に加え、走行中も呼気吹込みを行うことが必要で、

かなり煩わしく、一般ドライバーには受け入れ難いとの印象

（ 飲酒運転違反者の再犯防止が目的のため）

５．定期的な校正とメンテナンスが必要で、計測結果の吸い上

げと管理の組織・体制の構築が必要不可欠
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１０．諸外国情報
１．アルコール・インターロックに関し、現時点で得られた、諸外

国の例は、飲酒運転違反者への罰則や自主安全管理として、
呼気を吹き込むタイプの装置を後付けしたもの

２．一般車両への装備義務付け法規の検討状況
スウェーデン
・２００７～ 政府の仕事をしている３．５トン以上のトラック

（年１００時間以上運行車）・・・・・・決定
・２０１０年～新車のトラック、スクールバス・・・未決定

（詳細不明）
・２０１２年～全ての新車乗用車・・・・・・・・・・・・未決定

（詳細不明）


